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㸯㹄㸮３ 

 ッグデータの研究㛤発᥎㐍のὀ目Ⅼࣅ
 

 （㔝ᮧ ⛱㸪ዟ田ஂ⨾㸦科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤۑ
 
㸯㸬はじめに 
 ⌧ᅾ、䝡䝑䜾䝕ー䝍䜢䜑䛠䛳䛶の研究開発䛜、⏘業

⏺・䜰䜹䝕ミ䜰・ྛᅜᨻᗓ䛻䜘䛳䛶┒䜣䛻㐍䜑䜙䜜䛶

䛔䜛䚹➹者らは、ࣅッグデータのྲྀり⤌ࡳについ

て、⡿ᅜᨻᗓが 2012 年 3 ᭶䛻発⾲した䝡䝑䜾䝕ー䝍

の利ά用䜢┠ⓗ䛸した研究開発䜲䝙䝅䜰䝏䝤のෆᐜ

䛸䛭のὀ┠でき䜛ㅖⅬ䛻䛴䛔䛶⤂ 1)した。 

ᮏ✏では、䝡䝑䜾䝕ー䝍䛸䛔䛖䜻ー䝽ード䛜⌧䜜䛶

きた⫼ᬒ䜢ᴫほし、⡿ᅜの動き䛺䛹䜢ཧ⪃䛻、䝡䝑䜾

䝕ー䝍の研究開発䜢᥎㐍䛩䜛上でのὀ┠Ⅼ䜢ᢳ出

䛩䜛䚹 
 
 ッグデータとはఱかࣅ .1
 ッグデータとはࣅ .1.1

ッグデータとは、ᚲずしも明確な定⩏はないࣅ

が、ᕧ大なデジタルデータの⥲⛠である。ここで

いうデータとは、どこか一⟠ᡤに集められたデー

タだけではなく、ࢯーࢩャル・ネットワーキン

グ・ࢧーࣅス㸦SNS）などのᬑཬにకってᕧ大化

した Web情報、インタ̿ネット上に✚される大

㔞の写┿や動画、センࢧーが᳨出し㏦出した⭾大

な「ࣔノ」からの情報、スーパーコンࣗࣆータな

どで生ᡂされるᕧ大なᩘ

್データなど様々な分㔝

の様々な種㢮のデータが

ලయとしてᣲࡆられる。

そのデータは、㔞的に᪤Ꮡ

のᢏ⾡では⟶理できない

どに増え、そして」㞧化

している。 

・ッグデータは、文書ࣅ

画ീ・センࢧーデータなど

のようなデータが大༙を

༨めている。Facebookや

Twitter などの SNSの用

ᣑ大にຍえ、大容㔞のᫎീ

データのࢧイトのᢞ✏

が増えており、日々、ネッ

ト上でᛴ増しているから

である。また、あらゆる「ࣔ

ノ」を Webにつなぎネット

ワーク化するという考え

方である「ࣔノのインターネット」㸦Internet of 

Things㸸IOT）のලయ化と㐍展があり、これもデ

ータのᛴ増をᣍいている。  

ᅗ⾲㸯に、データ㔞の増ຍ状ἣを♧す。最㏆、

、ルのデータ㔞が現れてきており࣋タバイトレࢮ

それもここᩘ年、指ᩘ関ᩘ的に増ຍしている。さ

らにこのໃいは⥅続しそうである。 

 

 ッグデータが現れてきた⫼景ࣅ .1.2
 データつᶍが⭾大になってきた⫼景としては、

Web データの集が௨๓にẚはるかに容᫆にな

ったこと、デバイスからのデータ集(ᦠᖏ㟁ヰ

などからのデータ集)やࣔノからのデータ集

が容᫆になったこと、そして大㔞データをᢅえる

✚・ฎ理ᢏ⾡の高ᗘ化がᣲࡆられる。 

まず、データ集㠃であるが、Web 情報の集

をとして᥇り上ࡆる。ࢧーチエンジンンがᚲ要

とする Web情報の集は、1994年のᚋ༙ࡈろまで

は主にே間によるస業に౫Ꮡしていた。しかし、

Web のୡ⏺的なᬑཬによりその㝈⏺が見えてきた。

このᡴ㛤策としてⓏ場したのがクローラという

プログラ࣒で、これにより、Web 上の文書や画ീ

文᫂のጞまりから2003 ᖺまでに、ᡃ䚻は5E B の情報㔞を出䚹しかし、 2010ᖺには2᪥ẖに5E B の情報㔞を出

1ᖺ間に生成・」〇された䝕ジ䝍ル情報は2009 ᖺに0. 8Z B 、2010ᖺに1. 2Z B 、2020ᖺには3 5Z B に増ຍ䛩る䛰䜝う

G o o g l e の2011ᖺのẖ᪥のฎ⌮㔞は24P B 以上

2013 ᖺまでにイン䝍ーネ䝑ト上のトラフ䜱䝑クは1᭶5E B から56E B に増ຍがண想される

⡿ᅜ㆟会ᅗ᭩㤋の2011ᖺの㞟䝕ー䝍㔞23 5T B

の䝕ー䝍
規ᶍ情報

 
ᅗ⾲㸯㸬データ㔞の増ຍ状ἣ 

(出㸸参考文献 1,2）を基に科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤにてసᡂ) 
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などが周ᮇ的にྲྀ得され、自動的にデータ࣋ース

(DB)に集されるようになった。また、デバイス

や「ࣔノ」からのデータ集にᚲ要なセンࢧーと

通ಙ機能のᑠᆺ化・低価᱁化の㐍展もデータ集

の容᫆化をຍ㏿した。また、センࢧーにより集

等したデータを㏦ಙする通ಙࣔジࣗールの低価

᱁化が㐍展し、ዎ⣙者ᩘも増ຍしている。 

データの✚・ฎ理㠃に関しては、ᕧ大なデー

タセットが分ᩓฎ理環境上の様々なコンࣗࣆー

タ上に分ᩓして᱁⣡されている状ἣୗでデータ

ฎ理を୪ิ的に行うᢏ⾡として、最㏆ Hadoop の

用が大きくྲྀり上ࡆられている。Google の

MapReduce の仕⤌ࡳを࣋ースにసられた࢜ープン

ースであるが、現ᐇ的な用ᒁ㠃における種々ࢯ

のၥ題をゎ消すく多くのၟ用∧が用可能と

なっている。一方でリレーࢼࣙࢩルデータ࣋ース

(RDB)は 20年௨上もの最㐺化コンパイラᢏ⾡の

✚があり、現時Ⅼにおいては Hadoop と RDB はే

Ꮡ状ἣにある。 

 ゝうまでもなくࣅッグデータは大㔞のデータ

である。そのฎ理のためには、大㔞のディスクと

大㔞のコンࣗࣆータがᚲ要になる。データも୪ิ

のධ出ຊが行ࢃれないと時間がかかり過ぎてし

まうからである。」ᩘのコンࣗࣆータにより」ᩘ

のディスクの୪ิアクセスができる環境をᥦ

౪することで、ධ出ຊの短⦰ができる。クラウド

がᬑཬし、大㔞のディスクと大㔞のコンࣗࣆータ

をඹに㐺える手ẁとなったことが、ࣅッグデータ

にὀ目が集まるようになった⫼景でもある。 

大㔞のデータの集、✚・ฎ理が可能になり

つつある現ᅾは、その大㔞のデータからいかにし

て価್を生ࡳ出し、新⏘業の出や社会課題のゎ

Ỵに⧅ࡆるかが㘽となって来ている。ࣅッグデー

タがὀ目される最も大きな理⏤はここにある。 

 
 ッグデータの特ᚩࣅ .1.3
、ッグデータがᚑ来のデータと異なるⅬにはࣅ 

多㔞性、リアルタイ࣒性、多種性、データ構造、

正確さ・あいまいさなどがᣲࡆられる。 

(1) 多㔞性 

もしデータが大きいことがᅔるだけなら、ࢧン

プリングによってᑠさくしてᢅえࡤいいが、それ

では結ᒁ、一部しか見ることができない、または

重要なものをⴠとすかもしれないという懸念が

ある 3)。大きなデータの集合の中から、特ᚩ的な

パターンを発見したり、データの集合をある特ᚩ

のグループに分したりすることでデータから

知識を発᥀するฎ理として、データ࣐イࢽングが

ある。ࣅッグデータには、多㔞であるがゆえに、

よくある特ᚩ的なパターンとඹに、ᕼなパターン

もྵまれているはずで、ࡴしろ、このᕼなパター

ンを発見することがಶ性的な価್出を生ࡴの

かもしれない。 

 また、大㔞なデータは、別の࣏テンࢩャルも内

ᅾしている。までの≀理では一⯡的に、まず観

察し、内ᅾする法๎を「ᘧ」にⴠとし㎸ࢇで一⯡

化し、このᘧをうことで≀理現象を現してき

た。えࡤ㣕行機の場合、まず流యのᘧで࣑ࣗࢩ

レーࣙࢩンを行い、動きをゎ析した。しかし、さ

らに高㏿になったときには、そのᘧがᡂり❧たな

くなる。ࣅッグデータのゎ析では、「ᘧ」にⴠと

し㎸ࡴ方法とは異なる方法で知識を抽出すると

もゝえる。そのためにはより多くのデータがなけ

れࡤならない。同じパターンが見つけられる⛬ᗘ

にデータが大きくなけれࡤならないからである。 

(2) リアルタイ࣒性と多種性 

 デバイスや「ࣔノ」からのデータ集が可能に

なることで、データがリアルタイ࣒にධຊされ、

集されることになる。 

 また、様々なデバイスや様々な「ࣔノ」からの

多種㢮のデータ集が可能になることは、その

集されるデータの⢏ᗘが、まで௨上に⣽かくな

り、要⣲ࡈとの῝い情報のᢕᥱができる。 

(3) データ構造 

 データは、その構造でࡳると構造化データと㠀

構造化データに大別できる。構造化データは、業

務データなどをᢅうᚑ来の代⾲的なデータ࣋ー

ス㸦DB）であるリレーࢼࣙࢩルデータ࣋ース(RDB

とする)に᱁⣡されてฎ理されるデータである。

一方、㠀構造化データは、文書、画ീ、センࢧー

データなどの RDBにまらないデータであり、コ

ンࣗࣆータの用範ᅖがᗈがるにつれて、この㠀

構造化データが増えてきている。ࣅッグデータは、

これら୧データ構造からなるが、現ᅾからᑗ来は

㠀構造化データが大༙を༨めるということにな

り、このⅬがᚑ来のデータ構造と᰿本的に異なる

ὀ目Ⅼである。㸦ᅗ⾲ 2） 

非ᵓ㐀化
䝕ー䝍

ᵓ㐀化
䝕ー䝍

䝡䝑䜾䝕ー䝍

ᴗົ䝕ー䝍な䛹
をᢅうᚑ᮶の௦
⾲的な䠠䠞であ
る䠮䠠䠞に᱁⣡
されてฎ⌮され
る䝕ー䝍

文᭩、⏬ീ、セン䝃ー䝕ー䝍な
䛹のR D B にまらない䝕ー䝍

非ᵓ㐀化䝕ー䝍が大༙、
さらに増ຍのໃい

䠇

ᵓ㐀化䝕ー䝍
が大༙

㐣ཤ

現ᅾ䡚ᑗ᮶

䝕ー䝍

䠇

非ᵓ㐀化䝕ー䝍ᵓ㐀化䝕ー䝍

 
ᅗ⾲ 2 データの構造上のኚ化 
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(4) 正確さ・あいまいさ 

 データ㔞の増大とともにデータ中の明確さ

やあいまいさが大きく増ຍしている。データゎ析

では、様々な明確なデータを᩵㓃するᚲ要があ

る。このⅬは、ࣅッグデータゎ析のࡦとつの要Ⅼ

となりうる。 

 
2. ⡿ᅜᨻᗓのࣅッグデータのྲྀり⤌ࡳ 1) 

⡿ᅜᨻᗓはいࡕ᪩くࣅッグデータにὀ目する

ᨻ策をᡴࡕ出している。࢜バ࣐ᨻᶒの科学ᢏ⾡ᨻ

策にはලయ的に᥎㐍するイࢩࢽアティࣈが㸳つ

あり、ࣅッグデータはその一つとして⨨づけら

れている。「ࣅッグデータ㸦Big Data）」イࢩࢽ

アティࣈの内容は௨ୗである。 

 ࣈアティࢩࢽッグデータ㸦Big Data）イࣅ .2.1
ッグデータの活用を目的とした研究㛤発ࣅ

イࢩࢽアティࣈであり、このために新つに 2൨ド

ル௨上をᢞじるとしている。ここでは、大つᶍで

」㞧なデジタルデータから知識やὝ察をᘬき出

す能ຊを高めることで、ᅜᐙのႚ⥭の課題ゎỴに

役❧てることを目ᶆとしている。ᙜึ、6 つのᨻ

ᗓ機関㸦NSF、NIH、DOD、DARPA、DOE、USGS）が、

ールやᢏ⾡のࢶッグデータをྲྀりᢅうためのࣅ

向上に向けた研究ᢞ資を行う。ḟのㅖⅬが目的と

してᣲࡆられている。 

· 大㔞なデータの集、✚、保Ꮡ、⟶理、分析、

そしてඹ᭷のためにᚲ要となる最ඛ➃の㠉新

的ᢏ⾡を๓㐍させる 

· それらのᢏ⾡を、科学工学における発見の㏿さ

のຍ㏿・ᅜᐙ安全保㞀のᙉ化・ᩍ⫱と学⩦のኚ

容のために用する 

ッグデータᢏ⾡の㛤発とその用にᚲ要とࣅ ·

される労働ຊを増ᙉする 

 

2.2. ྛ⤌⧊ྛ⤌⧊の主な研究ᴫ要と研究対象 
 主な内容を参考資料 1)からᢤ⢋して♧す。 

NSF と NIH では、ࣅッグデータの科学工学の㐍

展に向けた中᰾ᢏ⾡の研究㛤発が行なࢃれる。ල

య的には、大つᶍ・多種㢮のデータセットの⟶

理・分析・可ど化・᭷用な情報抽出の手ẁとなる

中᰾の科学ᢏ⾡の㐍展をඹ同で࣏ࢧートする。

NIH は、この中で、分子・⣽⬊・㟁Ẽ生理学・化

学・動స・学・⮫ᗋ・ᗣやẼに関ಀするデ

ータセットのイ࣓ージングに関心をᢪいている。 

NSF は、๓グの中᰾ᢏ⾡㛤発にຍえ、データか

ら知識をᘬき出す新しい方法、データを⟶理し、

キࣗレートし、コࢽ࣑ࣗティᥦ౪するインࣇラ

ストラクチャ、ᩍ⫱やேᮦ㛤発、新アプローチ

をྵめた⥲合的で㛗ᮇ的なᡓ␎を⾲明している。

ලయ的には、データを情報にኚえる 3つのᙉຊな

アプローチである「機Ე学⩦」「クラウド㸦Cloud） 

コンࣗࣆーティング」「クラウド㸦Crowd）ࢯー

ア大ࢽル࢛ࣇング」を⤫合する研究に対しカルࢩ

学バークレイᰯをᣐⅬとするプロジ࢙クトにࣇ

 。ンディングする

DoD は、Data to Decisions イࢩࢽアティࣈと

ྡけ、ྛプログラ࣒を㛤始している。ලయ的に

は、新しい方法で大㔞のデータを用し、自ら᧯

సして意ᛮỴ定ができる全な自ᚊ的ࢩステ࣒

をసるため、センࢩング・知ぬ・意ᛮỴ定ᨭな

どの要⣲を結ࡧつける、ᡓ㜚ဨや分析者をᨭし、

ートできるように࣏ࢧンを高ᗘにࣙࢩレー࣌࢜

状ἣ認識機能をᨵၿするをᣲࡆている。えࡤ、

分析者が௵意のゝ語のテキストから情報をᘬ出

すための能ຊを 100 ಸᨵၿすることを目指す。ま

た、分析者が観察可能な、ࣈ࢜ジ࢙クトᩘ・活動

ᩘ・イ࣋ントᩘを同様のつᶍでᨵၿするとある。 

DARPA では、༙構造化データ㸦えࡤ、⾲・リ

レーࢼࣙࢩル・カテࢦリ・࣓タデータなど）や㠀

構造化データ㸦えࡤ、テキスト文書・通ಙ文の

トラࣇィックなど）の୧方からᡂる大㔞のデータ

をゎ析するための、計⟬手法やࣇࢯトウ࢙アࢶー

ルを㛤発する。分ᩓデータストア内の全なデ

ータをฎ理するスケーラࣈルアルࢦリ࣒ࢬの㛤

発、多様な࣑ッࣙࢩンにᛂじて㎿㏿にカスタ࣐イ

ングを容᫆にするࢽࢬジࣗアルリーࣅ可能なࢬ

ே間とコンࣗࣆータ間のຠ果的なインタラクࢩ

ࣙンࢶールのసᡂなどがある。 

NIH は、๓グの NSF とඹ同の中᰾ᢏ⾡㛤発の他

に、クラウド上で用可能な プロジ࣒ノࢤ 1,000

 。クトの᥎㐍を行う࢙

DoE は、SDAV 研究ᡤをタ❧する。この研究ᡤ

は、ローレンスバークレイᅜ❧研究ᡤがリードす

るᙧで、6 つのᅜ❧研究ᡤと 7 つの大学のᑓ門知

識をとりまとめる。そのࢦールは、科学者が、デ

ータ⟶理や可ど化を容᫆に行えるような新しく

ᨵⰋされたࢶールを㛤発することで、データの⟶

理・ゎ析・可ど化の 3 㡿域におけるᢏ⾡的なࢯリ

ࣗーࣙࢩンを㛤発・配ഛし、その用を通してྛ

分㔝の科学者をᨭする。 

 

2.3. その他のὀ目すきⅬ 
ッグデータを、インターネット同様、新たなࣅ

パラࢲイ࣒出にᐤ与しうる科学ᢏ⾡とࡳなし、

様々な㡿域に㠀ᖖに大きい影響を与えるものと

とらえている。また、「可ど化ᢏ⾡」「クラウド

コンࣗࣆーティングとの関ಀ」「ேᮦ⫱ᡂの配

慮」「⏘業⏺およࡧ大学の✚ᴟ的参画」「データ

ඹ用」なども重どしており、ඹ同స業をಁ㐍する

ためのタや計⟬パワーのᥦ౪などの᥎㐍策

 。の配慮も見える
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(4) 正確さ・あいまいさ 
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る。このⅬは、ࣅッグデータゎ析のࡦとつの要Ⅼ
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をࡳ⤌ッグデータの特ᚩや⡿ᅜᨻᗓのྲྀりࣅ

参考に、ࣅッグデータに関ࢃる研究㛤発を᥎㐍す

る上で考慮すきὀ目Ⅼを抽出する。 
3.1. 可ど化して「価್」を出する 
ッグデータから価್を出するためには、多ࣅ

くの課題を⥲合的にゎỴしていくことが望まれ

るが、その中でも最大のᢏ⾡࣏イントをᣲࡆると

したら可ど化ではないかと考えられる。ゎ析と可

ど化がᐦ᥋な関ಀになっており、可ど化に結ࡧつ

かないฎ理は価್の出につながりにくい。可ど

化して「知を抽出」し、そのᚋの「価್の出」

つけることが重要であり、このⅬࡧの行動に結

がイノ࣋ーࣙࢩンの源Ἠであると考えられる㸦ᅗ

⾲ 3）。⡿ᅜのイࢩࢽアティࣈでは、 NSF と NIH、

DARPA、NIH、DoE の研究テー࣐には可ど化が┒り

㎸まれており、その重要性を十分に認識している。 

 
3.2. データがすでにあるというどⅬ 
ッグデータとそのゎ析について、「集めたもࣅ

ので、多くのேに、㸦）用される」「手にධ

るデータでఱか᭷意なことをしようというアプ

ローチがࣅッグデータの基本」3)という指があ

る。㏉せࡤ、ᚑ来は、目的に合ったデータを

集し、それをゎ析していたとゝえるだろう。⭾大

なデータがすでにあり、これをゎ析して価್を

出するというアプローチは、までにはない新し

いὀ目すきⅬとゝえよう。 

 
3.3. データの構造ኚ化に㏣㝶するฎ理

 ᅗ⾲ 2に♧したようにࣅッグデータは㠀構造デ

ータが大༙を༨め、ᚋも指ᩘ関ᩘ的に増ຍする

ことは確ᐇである。㠀構造化データは、業でゝ

えࡤ、社内の内部情報よりも社外から得られるデ

ータであろう。社内での構造化データと社外の㠀

構造化データとを࣐ッࣗࢩアップしてࢯリࣗー

をよりྲྀりࢬーࢽンをసることにより、㢳ᐈࣙࢩ

ධれたࢯリࣗーࣙࢩンが㛤発される。これは、

業に㝈らず、研究機関、ᨻᗓにおけるࣅッグデー

タ対ᛂにも通じる。いかにして社会の情報を内部

活用するかが、ᚋの研究㛤発の大きなὀ目Ⅼと

ゝえる。๓グしたが、DARPA も㠀構造化データ

のゎ析をᣲࡆている。 
 
3.4. データインテンࣈࢩ・データドリࣈン対ᛂ 
 最㏆、データインテンࣈࢩ、データドリࣈンと

いう用語がよく見られる。ඹにデータに↷‽を合

ฎ理ࣈࢩせたฎ理・対ฎであり、計⟬インテンࢃ

にຍえ正にᚲ要とされてきている。⡿ᅜのイࢩࢽ

アティࣈ᥎㐍上で、NSF の Subra Suresh 㛗ᐁ

は、「⡿ᅜの科学者は、この新しい「データドリ

ン㠉」によって生じた機会をしっかりととらࣈ

えてḧしい。現ᅾ行っている研究は、新しい事業

のためのᆅならしとなり、ᩘ 10 年ඛの⡿ᅜの➇

தຊの基┙ᙉ化につながるだろう」と㏙ている。 
 
3.5. その他のὀ目Ⅼ 

時間的観Ⅼからゝえࣅ、ࡤッグデータの特ᚩで

あるデータධຊのリアルタイ࣒化にకい、༶時ฎ

理によって、出ຊやࣇィードバックをすることが

重どされることになる。また、得られるデータの

⢏ᗘがヲ⣽化できることを用すると、より⣽か

いセグ࣓ントに向けた〇ရやࢧーࣅスもᥦ౪で

きるようになる。 

 

3.6. ␃意Ⅼ 
 データのඹ用に向けた、コࢽ࣑ࣗティでのデー

タのグ㏙や交のためのᶆ‽化には意がある。

データのイン࣏ート、エクス࣏ート、結合、理ゎ

をより容᫆にし、データの用をಁす。分㔝⼥

合の研究もより容᫆になる 4)。 

ッグデータの㆟論においては、ಶே情報やセࣅ 

キࣗリティなどのゎỴすき課題も多い。集さ

れたデータからಶ々ேの識別や行動が特定され

ない配慮やὀ意῝い活用が重要である。「データ

の活用に関して、法をᩚഛし業がࣅッグデー

タの活用にⴎ⦰することのない状ἣをసれࡤ

画ᮇ的なアイディアが出する」との意見もある。 
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